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の比較, 電子顕微鏡下の粒子の形状の観察を行ない, 以後の実験に使用する資料を選択し, また人造二酸
化マンガンについて得られた知識を天然二酸化マンガンに適用して検討している｡
第3葦では不安定型構造であるγ-M nO2および ∂r M nO 2 試料の加熱時の諸変化一重豊, ′マ.ンガイ酸
化度, 結晶相, 粒子の形状, 放電時の性質の変化- を追跡し 試料の性格を明らかにした.
第4茸は結晶相の変換を目的として従来行なわれてきたよりも強い条件であるオー トクレーブ処理を行
ない, 処理条件と生成物との関係を明らかとしたのである｡
第 5 葦では二酸化マンガンの活性化処理として, 加熱還元後の酸処理法を見出し, 処理条件と生成物と




変化の動向, 結晶相相互の関係, 電子回折および粒子形態の特徴などについての判断を記述している｡ す
なわち反応性の観点からは不安定型が望ましいがそのまま行なう諸処理ではほとんど安定型へ変化する｡
しかし低級酸化物を経て二酸化マンガンを生成する間接的方法, すなわち加熱還元後の酸処理 によ って
















第6章では放電時に溶出する M n2+ イオンの量を二酸化マンガン電極の電位との 関連 にお いて把握
し, 放電反応面に生成する低級酸化相が一般に α- M n20 3, γ- M n203であり, また電解二酸化マンガン










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
二酸化マンガンは乾電池の正極活物質として用いられているが, 多くの結晶相を有しその性質と乾電池





を加え, 結晶相互の変換を検討し, その系列を明らかにしている｡ 乾電池用としての二酸化マンガンは,
特はその反応性の観点からは電解二酸化マンガンのような不安定型(γ- M nO 2)が望ましい｡ 直接にそのま
ま行なう加熱処理水熱処理などでは一般に安定型に移行し反応性の点では好ましくないo しかし著者は低
級酸化物を経て, 二酸化マンガンを生成する間接的方法,すなわち加熱還元後の酸処理によって β- M n0 2







二酸化マンガンが特に優れ, しかも結晶子の大きいものがよく, 活性化処理した β- M n0 2 が電解二酸化
マンガンにつぐ活性度を有することなど実際的な結論を得ている｡
以上要するにこの論文は乾電池の正極活物質として用いられる二酸化マンガンの性状を結晶相とその変
換を研究することにより明らかにし, これを基礎にして放電特性を基礎にして放電特性を理論的に確実に
説明することに成功し, さらにすすんで乾電池活物質としての適性をもつ二酸化マンガンの評価法を示し
たものである｡
このように本論文の内容は学術上ならびに実際上貢献するところが少なくない｡ よって本論文は学位論
文として価値あるものと認める｡
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